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(1) 動機：地図上に地名ラベルを配置する際，その地

図のスケール（縮尺）に関して，その配置が一貫性

を保持する必要がある．具体的には，スケールの変

化に対して，地図ラベルが突然別の位置に移動し

たり，その存在自体が消滅や出現したりするのを避

ける必要がある．しかし，地名ラベルの配置にその

ような一貫性の条件を課すと，自ずとスケール区間

を通して地図上に配置できる地図ラベルの個数は

限られてしまう．本研究は，地図ラベルと参照点の

間にリーダ線を許すことで，その問題の緩和を目指

すものである．  
(2) 方法：スケールに関する地名ラベル配置の一貫性

を保持するために，２次元地図空間とスケールによ

って張られる３次元空間の地名ラベルの最適配置

問題を解く必要がある．本手法では，地図ラベルの

配置順が与えられたときに，貪欲法を用いて順番

に最適な位置にラベルを配置することとし，配置順

は文献（Wu ほか，2017a）の手法を適用して，遺伝

的アルゴリズムを用いて最適化する． 
本研究においては，従来法（Wu, et al., 2017a）の

ように参照点に隣接するラベル位置に加えて，少し

離れた位置にもラベルが配置できるようにラベル位

置候補の拡張を図る．そして，ラベルが参照点に隣

接しない場合は，参照点とラベル間にリーダ線を描

くこととする．加えて，貪欲法でラベルの最適位置を

求める際には，既存のリーダ線と，新しく配置するラ

ベルとリーダ線との重なりが起きないように注意する

（Wu ほか，2017b）． 
(3) 結果：図 1 にリーダ線の有無による，日本地図上の

地名ラベルの配置数の比較を示す．リーダ線を導入

することで，地図上のより広い範囲を利用してラベル

を配置できるとともに，リーダ線がラベル配置の妨げ

となることが少ないことがわかる．  
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図 1:リーダ線の有無による日本地図上の地名ラベル数の比較．(a)リーダ線なし 
(ラベル数は左から 58, 369, 1614). (b)リーダ線あり(ラベル数は左から 72, 392, 1626). 
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